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卒業証書を受け取る井上守くん（大和）

広 報

2004（平成16年）

あした いのち かがやけ

未来創造ひじかわ 3
 
月

2
 
5
号
2
 

今
月
号
の
主
な
内
容

●町報

・ 大谷自治センター完成..・・・・・・・・・・・・•...… 3

・引っ越すときの手続きはお早めに …… 6
•もうすぐ 1 年生になる児童… • ・・・・・・・・・.. 7 
• おしどり吟行会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •12

•鹿野川し ゃくなげまつりご案内・・…… •20
●森林組合だより

・大洲市森林組合通常総代会開催………17

●社協だより

・給食サービスに「おはぎ」のサービス…18

町民の動き

人口

男

女

…3,107人（土 0)

…1,482人(+ 5) 

... 1,625人(-5) 

世帯数
…1,090世帯(-2) 

（平成16年2月29日現在）

大
洲
高
校
肱
川
分
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
が

3
月
1
日、

の
武
道
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

井
関
文
和
校
長
は

13
人
の
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
、
「
4
年
間
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
差
が
つ

く
の
は
学
歴
で
は
な
く
、
何
を
学
ん
で
き
た
か
と
い
う
学
習
歴
で
す
。

自
分
に
厳
し
く
、
他
人
に
や
さ
し
い
人
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
進
路
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
新
天
地
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

肱
川
分
校

がこゃ＆
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肱
川
町
消
防
団
と
し
て
は
最
後
と

な
る
肱
川
町
消
防
出
初
式
が

2
月
11

日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

団
長
以
下
1
5
3
人
が
出
動
し
ま
し

た
。多
く
の
来
賓
者
が
見
守
る
中
、
服

装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
、

続
く
訓
練
披
露
で
は
、
ポ
ン
プ
操
法
、

は
し
ご
操
法
、
小
隊
訓
練
が
機
敏
な

動
作
で
行
わ
れ
る
た
び
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年

8
月
に
誕
生
し
た
女

性
消
防
団
員
も
、
当
日
は
、
国
旗
要

員
、
標
員
な
ど
の
任
務
を
行
い
、
出

初
式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

出初式のフィナーレを飾った一斉放水

平
成

16
年

金

森
沖

永

勤
続
章
沖

野

I‘ 
晃

己（第
1
分
団

賀
壽
男（第
1
分
団

優

二（第
1
分
団

0
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
中

野

団
員
）

団
員
）

班
長
）

真

二
（第
4
分
団

分
団
長
）

副
団
長
）

0
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
白

岩

千

明（
団
本
部

勤
続
章
冨

永

幸

男

（第
2
分
団
団
員
）

千

明（
団
本
部

副
団
長
）

0
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章
白

岩

〇
消
防
庁
長
官
表
彰

冨

永

武

雄

（
団
本
部
団
長
）

表
彰
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
る
消

防
活
動
へ
の
功
績
を
た
た
え
、

32
人

の
団
員
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
'

•

最
後
に
、
高
砂
の
河
原
で
全
分
団

と
川
上
支
署
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行

わ
れ
、
出
初
式
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

山

本

中

岡

藤

原
沖

田

坂 大

野

宮

崎
浜

田

中

塚
松

本

堀

輝優敏弘錠正純孝昌浩昭
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員
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団
員
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団
員
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団
員
）

団
員
）

団
員
）

0
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

勤
続
章
金

野

政

文（第
4
分
団

保

宏（第
5
分
団

律

朗（第

5
分
団

親
子
消
防
団
員

白

岩

千

明

（
団
本
部

友

和（第
1
分
団

白 翫ノい、 堀 久

岩 田 内 保

団
員
）

副
団
長
）

団
員
）

班
長
）

団
員
）

〇
肱
川
町
長
表
彰

金

野

友

樹

（第
1
分
団

諭

志（第
1
分
団

学（第
1
分
団

孝（第
1
分
団

修

二（第
3
分
団

浩

次（第
3
分
団

徹（第
3
分
団

彰

浩（第
3
分
団

大

輔（第
4
分
団

大

成（第
4
分
団

孝

行（第
4
分
団

藤 谷 金 宮 兵 兵 沖 寺 村 高

原 田 田 JI I 酉(
一ロン 頁一ロン 田 岡 田 旗

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）
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見事なはしご操法
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大谷自治センター全景

会

議

室

調
理
実
習
室

〈
施
設
概
要
〉

建

設

地

大
谷

2
9
4
5
番
地

1

総
事
業
費

8
6
5
0
万
円

建
築
面
積

3
6
5
2rn

ff34-2133 FAX 59-8203● 

國
砂
多
nu

大
谷
地
区
の
ま
ち
づ
く
リ
拠
点
施
設
「
大
谷
自
治
セ

ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
来
る

4
月
1
日
因
か
ら
運
用
開

始
い
た
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
国
厘
補
助
事
業
の
地
域
材
利
用
学
校

関
連
施
設
整
偶
事
業
と
し
て
整
借
さ
れ
た
も
の
で
、
会

議
室

3
室
と
調
理
実
習
室
な
ど
が
あ
リ
、
ま
た
、
町
単

独
事
業
と
し
て
整
借
さ
れ
た
「
大
谷
簡
易
郵
便
局
」
が

併
設
さ
れ
、
と
て
も
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

防災無線の戸別受信機

戸別受信機の電池を交換しましょう
創 る 交に実ぎ す因れ換 い単がなて卜機

云 芦 問 を ← 
換 1「‘受 ゜にをしこま 2‘ どチかは防

3課 い
回得災信 な起なのす電停をャら ‘災

合 おはる害機 るこし〕霊 ゜池電受イの通無
顆受た時 場して池 がの信ム電常線

| 『 い信めのの 合 いを 4時しや気はの

先
し機に圧古ダ が故る何 個のて定をコ戸

3 ¥.....J ま の‘贔障 ぁ障と年 入たい時使ン別
す電 1をを リの液も つめま放用セ受

1 ゜池年哩防 ま原漏交 てにす送しン信

Panasonic 
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清流の里ひじかわの概要説明を聞く参加者

世
界

10
カ
国
か
ら
集
ま
っ
た
道
の
駅
国
際
会
議
の
メ
ン

バ
1
1
6
人
が
2
月
18
日
、
道
の
駅
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
を

訪
れ
、
施
設
が
で
き
た
経
緯
、
施
設
の
概
要
、
現
在
の
状

況
な
ど
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
国
土
交
遅
省
が
主
催
し
て
行
っ
た
も

の
で
、
参
加
者
か
ら
は
、
「
赤
字
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る

か
」
「
商
業
施
設
の
出
店
者
の
還
択
は
ど
の
よ
う
に
し
た

か
」
「
施
設
の
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
」

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
周
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
参
加
者
た
ち
は
、
自
国
で
の
事
業
の
参
考
に
と
農
産
物

販
売
所
や
物
産
館
な
ど
を
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

18

道
の
駅
国
際
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が

清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
を
視
察

u
 

清流の里ひじかわの交流室を見学する参加者

タイムカプセルに思い出の品を入れる卒業生

"AL否 ＝ー 'r-

タイムカプセルの封印作業

大
洲
高
校
肱
川
分
校

（井
関
文
和
校
長
）
で
は

3
月
1

日
の
卒
業
式
の
後
、

10
年
後
の
平
成
26
年
3
月
1
日
に
開

け
る
予
定
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
し
ま
し
た
。

こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
東
京
で
地
下
施
設
の
建
設

会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
、
東
方
洋
夫
さ
ん
か
ら

寄
賭
を
受
け
た
も
の
で
す
。

．

こ
の
日
、
卒
業
生
を
は
じ
め
、
在
校
生
、
保
護
者
、
敦

職
員
、
肱
川
分
校
関
係
者
等
約
80
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
の
DOO
物
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
、

10
年
後
に
開

け
る
日
の
再
会
を
誓
っ
て
校
庭
の
土
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。

1

10
年
後
に
オ
ー
プ
ン
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設

り

2004.3 14 



上がったボールにみんなが注目

山
鳥
坂
タ
ム
工
事
事
務
所
杯

悶
）

レ
ク
バ
レ
ー
大
会

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
ヨ
イ
シ
ョ

ヽ

・ー

丸
め
方
も
教
わ
り
ま
し
た

3

長
寿
会
と
餅
つ
き
で
交
流

ど

正
山
幼
稚
園
・
小
学
校

正
山
長
寿
会
と
幼
稚
園
児
・
小

学
生
の
餅
つ
き
交
流
が

2
月

3

日
、
正
山
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

こ
。
t
 
当
日
は
、
長
寿
会
の
皆
さ
ん
の

指
導
に
よ
リ
、

P
丁

A
や
先
生
方

の
協
力
を
得
な
が
ら
餅
つ
き
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
最
初
は
杵
の
使
い

方
に
慣
れ
な
い
様
子
で
し
た
が
、

峙
周
が
経
つ
に
つ
れ
手
つ
き
も
良

く
な
リ
、
周
囲
で
見
守
る
子
供
た

ち
の
掛
け
声
に
励
ま
さ
れ
て
、
精

一
杯
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

早
速
つ
き
た
て
の
餅
を
美
味
し
そ

う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

第

2
回
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所
杯
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
大
会
が
2
月
8
日
、
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

こ
。
t
 
参
加
し
た

12
チ
ー
ム
は
2
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
、
力
の
入
っ
た
応
援
を
受
け
な
が
ら
白
熱
し

た
試
合
と
な
リ
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し

こ
。
t
 
結
果
は
、
接
戦
を
制
し
た
ス
マ
イ
ル

（大
谷
）

チ
ー
ム
が
2
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

--------------------------------------------------
.--烹守-三-—塗

こんなにたくさん拾いました

れいな森． を

-:◇◊単 破ー・ r 

五l:
設置した標語

ヽ °

大
谷
小
学
校

（井
上
完
二
校
長
）
の
3
年
生
か
ら

6

年
生
ま
で
の
児
童
18
人
が
2
月
19
日
、
大
谷
橋
周
辺
や

鹿
野
川
湖
大
橋
方
面
、
大
谷
農
道
方
面
の
空
き
缶
や
ご

み
を
拾
う
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
約
2
時
間
後
に

は
、
今
年
も
罪
年
と
ほ
ぼ
同
じ
量
の
ご
み
を
回
収
す
る

結
果
と
な
リ
、
子
ど
も
た
ち
は
少
し
が
っ
か
リ
し
た
よ

う
で
す
。

最
後
に
「
き
れ
い
な
森
を
つ
く
ろ
う
ね
」
な
ど
の
標

語
を
書
い
た
立
て
札
を

6
か
所
に
設
置
し
、
大
谷
地
域

の
環
境
が
良
く
な
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

抄
き
れ
い
な
森
を
つ
く
り
隊

大
谷
小
学
校
児
童
が
こ
み
回
収

5 I広報ひじかわ 252号



就
学
・
就
職

・
転
勤
な
ど
で
引

っ
越
す
と
き
の
主
な
届
け
出
は
次

の
と
お
り
で
す
。

異
動
が
決
ま
っ
た
ら
、
手
続
き

は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

窓
口
課

6
⑭
2
3
1
1

0
住
民
登
録

窓
口
課
で
転
出
証
明
（
無
料
）

を
受
け
取
り
、
1
4
日
以
内
に
新
住

所
地
の
市
町
村
役
場
で
転
入
の
届

出
（
認
め
印
が
必
要
）

。

0
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
場
合

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
新
住
所
地
の
市
町

村
役
場
で
転
入
手
続
き
を
す
る
前

に
肱
川
町
へ
「
転
出
届
」
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
証
明
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

転
出
届
に
は
、
異
動
年
月
日
・

新
し
い
住
所
・
世
帯
主
氏
名
、
今

ま
で
の
住
所
・
世
帯
主
氏
名
・
異

動
し
た
人
の
氏
名
•
生
年
月
日
・

住
民
票
コ
ー
ド
・
連
絡
先
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
住
民
票
コ
ー
ド

が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
本
人
確
認

の
た
め
の
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

〇
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人

印
鑑
登
録
証
を
窓
口
課
に
返

し
、
新
住
所
地
で
新
た
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

0
国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療

保
険
者
証
及
び
受
給
者
証
を
窓

口
課
に
返
し
、
新
住
所
地
で
新
た

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

（
認
め
印
が
必
要
）

0
国
民
年
金

新
住
所
地
で
住
所
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
課

6
⑭
2
3
4
0

〇
医
療
費
な
ど
の
受
給
資
格
者
証

母
子
家
庭
・
乳
幼
児
・
重
度
心

身
障
害
者
の
受
給
者
証
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
を
健
康
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
返
し
、
新
住
所

地
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ

↓ヽ

0

し〇
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

健
康
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
（
認
め
印
が
必
要
）

。
窓
口

4
呟
2
但
寸
多

0
小
・
中
学
校
の
転
校
手
続
き

窓
口
課
で
転
出
・
転
入
の
住
民

登
録
を
行
っ
た
あ
と
、
生
涯
学
習

課
（
肱
川
町
町
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

3
階
の
教
育
委
員
会
内
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

町
外
の
小
・
中
学
校
へ
転
出
す

る
場
合
は
、
在
学
中
の
学
校
で
在

学
証
明
書
な
ど
の
書
類
を
受
け
取

り
、
転
出
先
の
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課6
⑭
3
4
2
4
 

課
で
発
行
す
る
所
得
証
明
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〇
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
新
住
所
地
で
住
所
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

基
盤
課

6
⑭
2
3
1
1

0
水
道
料
金
の
精
算
な
ど

転
出
・
転
入
ど
ち
ら
の
場
合
で

も
、
事
前
に
水
道
係
に
て
手
続
き

を
行
っ
て
下
さ
い
。

■■平成76年4月1日から
肱川町内の小・中学校敷地内を禁煙とします■■

県民健康づくり計画「健康実現えひめ2010」では、教育機関において

は2010年（平成22年）までに完全禁煙を実現することとされています。

また、昨年5月1日から施行されている「健康増進法」による受動喫

煙防止の観点や、教職員、来校者が学校で喫煙することの児童生徒への

教育的影響などを考慮し、平成16年4月1日から肱川町内の学校敷地内

を禁煙としますので、町民の皆さんのご協力をお願いいたします。

お問い合わせ先 肱川町教育委員会 乞34-3424

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
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急登宮ぐ rい，
〗] 銀鑓勺
［平成16年度新入学児童 34人］

平成16年4月に町内の小学校へ入学する児童は、

平成9年4月2日から平成10年4月1日までに生まれ

た人です。該当児童の家庭には、就学通知をお送

りします。また、該当児童名簿に掲載されていな

い方は、町教育委員会生涯学習課へお知らせくだ

さい。就学する児童は、次のとおりです。

（平成16年3月1日現在、住民基本台帳から）

＂二ふl
大谷幼稚園から ぽっぽ園から 予子林幼稚園から

正山幼稚園から 中野幼稚園から

平成16年度 小学校新入学児童名簿

学校名

正山小学校

(11人）

大谷小学校

(4人）

予子林小学校

(3人）

名

尾

尾

尾

尾

尾

槌

栄

栄

谷

谷

谷

石

地

敷

畦

谷

倉

落

野

野

野

野

野

居

居

居

屋

森

之

生

部

道

道

道

道

道

山

共

共

中

中

中

白

影

大

市

瓜

小

ォ緒
＊織
キ季
ゴ梧
ク太
ュ友
／鶴
ヵ香
卜人
去
否
麗
ノ乃
ミ未
ナ奈
ミ美
キ樹
卜人
キ樹

名

リ莉
ュ佑

、
リ里
誌
守
愛
心将
話
ヂ
麻
チ千
砂
化
建
ュ優
ミ美
7

文
”拓
ュ有
サ咲
品朋
Jry

奏
芹
5

宮

田

山

嶋

内

田

田

中

井

原

田

保

永

川

木

田

田

森

今

稲

西

福

堀

上

中

山

大

藤

山

久

冨

中

八

松

潰

大

氏 学校名

中野小学校

(16人）

部落名

ヽ

汗生

大和

大和

大和

中野

中野

小薮

下鹿野川

下鹿野川

上鹿野川

上鹿野川

上鹿野川

上鹿野川

上鹿野川

見の越

月野尾

計 34

氏名
カッ ャ

土居活也
リオ

上野 里 緒
ミオ

上野美緒

沖 應皐
曽根百花

ュウ リ

谷岡優李

西田 ぎ峠
岩田耕汰

山内 ｝尊 箪
クイ キ

沖野泰己
サヤ

河野沙耶

櫻田 函 単
フミ ヤ

冨永郁弥

松本嘉舎

城戸 美卓紀
リユウクロウ

冨永龍太郎

人
q 
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r----------------, 
4月1日から

健康行きバスの対象者が ．．

拡大されます

4月1日から従来の高齢者に加え
身体・知的・精神のいずれかに障

害を持つ方で、各障害の手帳をお

持ちの方も利用できるようになリ

ます。

※補助が必要な場合、補助者も同

乗できます。

※どちらの方も年齢制限はなく、

無料です。

運行地区は現行どおリで、乗車

希望の方は前日の午後4時までに
下記までご連絡ください。

お気軽にご利用ください。

申し込み及び問い合わせ先

健康課（保健センター）

匹 34-2340
（土日祝日は役場ff34-2311) 

L----------------.J 

国民年金保険料が4月から
全国のコンビニで納められます

…納付書にコンビニ収納用バーコードを入れて実施…

回民年金保険料の納付が、4月から全国のコンビニで可
能となリ、夜間・休日（年中無休・ 24時間）でも納付す
ることができるようになリます。

コンビニ窓口で国民年金保険料を納付するためには、コ

ンビニ収納用バーコードが印刷された納付書が必要です。

（平成15年4月に送付された納付書には、コンビニ収納用
バーコードが印刷されていないので使用できません。）

平成16年4月に送付する 1年分の納付書にはすべてバー
コードが印刷され、全国のコンビニでの納付が可能となリ

ます。

・セブンーイレブン ・ローソン

・ファミリーマート ・サンクス

・サークルK ・ミニストップ

・デイリーヤマザキ（ヤマザキデイリーストア）

・ポプラグループ（ポプラ・生活彩家・くらしハウス）

・am/pm 
・コミュニティ・ストア

・スリーエフ

・ココストア

・セイコーマート（関東・北海道地区のみ）

1 恩ヽ給欠格者、サl揚者の皆さまへ 1 

独立行政法人平和祈念事業特別基金では、

次の方を対象に、内閣総理大臣名の書状などを贈呈しています。

●旧軍人軍属で恩給などを受けていない、

いわゆる恩給欠格者の方

●終戦に伴い、本邦以外の地域から引き揚

げてこられた方

請求書類は、健康課に用意してあります。

なお、すでに請求された方は、請求の必要は

ありません。

お問い合わせ先

健康課 ft34-2340 
恩給欠格者に対する賞状

2004.3 Is 



平成16年度＊↑勺号等;1s届I就渭廣頂it妾2:
●日時平成16年4月24日（土） 10: 00,-..,15: 30 

●場所 アイテムえひめ〈大展示場〉松山市大可賀2丁目1番28号

●対象者 平成17年3月大学等卒業予定者（大学・短期大学・高等専

門学校・専修学校・職業能力開発校）

平成16年3月大学等未就職卒業者

●お問い合わせ先 愛媛労働局（ハローワーク）

合 089-943-5221へご連絡ください。

職場におけるセクシュアルハラスメント防止のために！
セクハラは基本的人権の侵害であり、被害者のみならず行為者も働

く場を失うことにつながる大きな問題です。企業にとっても、人材の

損失や企業イメージの低下を招き、雇用管理責任が問われる問題です。

セクハラは未然に防止することが最も重要であり、男女雇用機会均

等法では、セクハラ防止のための事業主の配慮義務を定めています。

事業主は①セクハラ防止のための方針の明確化とその周知・啓発

②相談・苦情窓口の設置③セクハラが生じた場合の迅速かつ適切な対

応が求められています。

一人ひとりが基本的人権を尊重され、能力を発揮しながらいきいきと

働くことのできる職場づくりのために、セクハラをなくしましょう！

愛媛労働局雇用均等室では、セクハラに関するさまざまな相談を受

け付けておりますので、お気軽にご相談ください。

●お問い合わせ先

愛媛労働局雇用均等室 松山市本町2丁目1-7 松山東京海上ビル

乞 089-935-5222 FAX 089-935-5223 

石綿含有製品の製造、

使用等が禁止となります

労働安全衛生法施行令が改正され、 平

成16年10月1日から施行されます。
石綿をその重量の1％を超えて含有す

る①～⑩の製品の製造、輸入、譲渡、提

供または使用が禁止されます。

（令第16条）

禁止される石綿含有製品

（令別表第8の2)

①石綿セメント円筒

②押出成形セメン ト板

③住宅屋根用化粧スレート

④繊維強化セメント板

⑤窯業系サイディング

⑥クラッチフェーシング

⑦クラッチライニング

⑧ブレーキパッド

⑨ブレーキライニング

⑩接着剤

お問い合わせ先

愛媛労働局（労働基準部）安全衛生課

ff 089-935-5200 

【大学卒業程度】
平成16年度国家公務員採用試験日程

試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

国家公務員採用 I種試験 4月 1日（木） ～4月 8日（木） 5月 2日（日）

国家公務員採用 II種試験 4月14日（水） ～4月23日（金） 6月20日（日）

国税専門官採用試験

労慟基準監督官採用試験 4月 1日（木） ～4月16日（金） 6月13日（日）

法 務 教 官 採用 試 験

航空管制官採用試験 7月20日（火） ～8月 3日（火） 9月26日（日）

【高校卒業程度】

試験の種類 申込受付期間 第 1 次試験日

海上保安学校学生採用試験（特別） 4月 1日（木） ～4月 9日（金） 5月23日（日）

国家公務員採用皿種試験 6月22日（火） ～6月29日（火） 9月 5日（日）

刑 不マ欠ヵ 官 採 用 試 験 9月19日（日）

入国警備官採用試験

皇宮護衛官採用試験 7月20日（火） ～8月 3日（火）
9月26日（日）

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採，用試験
8月26日（木） ～9月 7日（火）

10月30日（土）

気象大学校学生採用試験 10月31日（日）

お問い合わせ先

〒760-0068 高松市松島町1-17-33 人事院四国事務局 第二課試験係 TEL (087) 831-4765 

〔人事院ホームページ http:/ /www.jinji.go.jp/〕

91広報ひじかわ 252号



自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
の

で
き
る
が
ん

自
己
検
診
を
習
慣
に
し
て

早
期
発
見
を

乳
が
ん
の
患
者
数
は
年
々
増
え
て

お
リ
、
年
間
約

2
万
人
が
罹
患
し
て

い
ま
す
。
欧
米
で
は
女
性
の
が
ん
死

因
の
ト
ッ
プ
が
乳
が
ん
で
す
が
、
日

本
で
も
ト
ッ
プ
に
な
る
日
は
そ
う
遠

く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
原
因
に
は
遺

伝
、
動
物
性
脂
肪
摂
取
の
増
加
、
肥

満
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
過
剰
刺
激
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乳
が
ん
と
深
い
関
係
に
あ
る
の
が
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
で
す
。
初
潮
が

10
歳
以
下
だ
っ
た
人
、
妊
娠

・
出
産

経
験
が
な
い
人
、
授
乳
経
験
の
な
い

人、

初
産
が
高
齢
だ
っ
た
人
な
ど
は
、

乳

が

ん

COLUMN 
1か月に1回、乳がんの自己検診を

月経終了後 1週間以内に。閉経後は毎月日を決めて実行を。

① 

R
 

①鏡で乳房の外見をよく見る 。

両手を上げて、くぼみやひき

つれがないか確認する。

②仰向けに寝て腕を下げ、乳房

の中心部から外側へ指の腹で

軽く押すようにして 、しこり

がないかをチェ ックする。

③次に腕を上げ、今度は乳房の

中心部から内側へ指を動かし、

しこりの有無をチェ ックする。

④乳房の周辺から乳首に向かってゆっくりらせん状に指を動

かす。

⑤調べる範囲は、突出している部分だけでなく 、上は鎖骨、

下はろっ骨の弓側まで。内側は胸骨の中央、外側はわきの

下まで、まんべんなく調べる。

>
( />

乳
が
ん
が
で
き
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
症
状
●

乳
が
ん
の
症
状
と
い
え
ば
、
し
こ

リ
。
ま
た
、
皮
膚
の
ひ
き
つ
れ
や
、

乳
首
か
ら
の
異
常
分
泌
物
、
乳
頭
巫

の
湿
疹
や
た
だ
れ
に
も
要
注
意
で
す
。

●
か
か
り
や
す
い
年
代
●

罹
患
者
の
平
均
年
齢
は
40
歳
代
後

半
で
、

35
歳
を
過
ぎ
た
あ
た
リ
か
ら

急
増
し
ま
す
。

●
検
査
法
●

も
し
し
こ
リ
が
見
つ
か
っ
た
ら
、

乳
腺
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
触

診
の
ほ
か
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
や
超

音
波

（
エ
コ
ー
）
検
査
な
ど
の
画
像

診
断
を
行
い
ま
す
。
肱
川
町
で
も

6

月
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
行
い
ま
す
。

●
治
療
法
●

現
在
は
胸
の
筋
肉
を
極
力
切
除
し

な
い
胸
筋
温
存
乳
房
切
除
術
が
主
流
。

早
期
で
あ
れ
ば
、
乳
房
を
残
す
乳
房

温
存
手
術
も
可
能
で
す
。
最
近
は
、

切
除
し
た
乳
房
を
復
元
す
る
乳
房
再

建
術
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
リ
ま
し

こ
。
t
 乳がんの発生部位と頻度

全体にまたがるもの 3%
多発 2%

（国立がんセンター）

年上、

年の違う集団の中で、 子どもたちは人間

関係についてたくさんのことを学びます。年

少の子はルールを守ることや我慢することの大切さなど

を身につけ、年長の子は思いやりの心や集団をリードし

たり役割を果たしたりする責任感を養っていきます。

身近な地域のボラ ンティア・スポーツ ・文化活動、青

少年団体の活動などは、それぞれ年の違う集団の中で子
せっ さ たくま

どもたちが切磋琢磨する貴重な機会を提供しています。

親はその大切さを見直し、子どもたちを積極的に参加さ

せましょう 。

地域の活動なと年の違う集団に参加させる

年下の友達と遊ぷことは、

想像以上に大切なことだ。

小学生

51.1% 

【団体への加入状況】

亨
文化関係の団体[0%I亨

| 
青少年団体 11.3% 

中学生

1 | | 1 1 | 1二入っていない 1, 1 1 | 1841.7翠
100 90 80 70 60 50 40 30 20 IO O O 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

(%) (%) 

（注）全国の小学生 (4~6年生） 、中学生各約1,000人を対象に調査

資料： 「青少年の生活と意識に関する基本調査報告」平成 7年・総務庁（当時）
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ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
歩
く
参
加
者

小
学
生
対
象

入
賞
を
喜
ぶ
肱
川
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
代
表
選
手

松
山
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
宇
和
島
ジ

ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
肱
川
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
合
同
の
研
修
大
会
を

2
月
21
日
、
宇

和
島
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

肱
川
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
は
、
中
野
小
学

校
の
石
河
宏
樹
君

(
6
年
）
、
内
田
皓

也
君

(6
年
）
、
今
岡
大
地
君

(6
年
）、

大
野
優
児
君

(
5
年
）
、
亀
田
京
介
君

(
5
年
）
、
沖
野
隼
也
君

(
5
年
）
の

6

人
が
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

3

ペ
ア
と
も
ベ
ス
ト

8
に
入
る
大
健
闘
を

み
せ
、
特
に
、
石
河
・
内
EEl
組
は
、

3

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

町
内
小
学
生
を
対
象
に

2
月
28
日、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

ウ
ォ
—
ク
ラ
リ
—
は

、
歩
き
な
が

ら
チ
—
ム
で
協
力
し
て
圏
題
を
解
い
て

い
く
ゲ
—
ム
で
す
。
参
加
し
た
6
6人
の

小
学
生
た
ち
は
、
国
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
出
発
し
て
ダ
ム
堰
堤
を
通
リ
、
道
の

駅
で
折
リ
返
し
て
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
思

題
の
答
え
を
探
し
な
が
ら
仲
良
く
歩
い

て
い
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
カ
レ
ー
を
食
べ

て
疲
れ
を
い
や
し
た
よ
う
で
す
。

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
研
修
大
会

1 スポーツ保険に加入しませんか！ 1 

スポーツ活動、文化活動、 ボランティア活動なとに最適な保険です。(5名以上の団体でこ加入ください。）

加入 対象となる 掛金 傷害保険
賠償責任保険

団体 対象
区分 事故の範囲 (1人年額） 後遺障害 入院 通院 （補償限度額）

共済見舞金
死亡

（最高） (1日につき） (1日につき）

身体賠償 1人 1億円

中学生以下の子ども
A 
団体活動中と

500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
1事故 5億円 突然死

スポーツ活動を行わない大人 その往復中 財物賠償 1事故 500万円 （急性心不全、

翌
（各免貢1,000fIJ)脳内出血など）

団体活動中と 上記補償1こ身体財物賠償合算で 160万円

も その往復中
2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円

1事故500万円を加算

の
中学生以下の子ども AW .．．．．．．．．...．．..．．..．．．．．．.．.．. 1,050円-・・・・・-・-・・ー・.........．．. +..．．..-.．.．.．.. -.. -....—··-··ー・ ~ —..

• ・ •身,． ． ．体．．．·• --財-• --物----賠--・ （償•1免--事•-貴-• 故-合-・ 15• ,-算0-0-0-0で--0万•-円--円-．） .． --------------------------------団体活動中と 対象と

屈 その往復中以外
100万円 150万円 1,000円 500円

なリません

身体賠償 1人 1億円 突然死

子どもと一緒にスポーツ活
AC 
団体活動中と

1,000fI! 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円
1事故 5億円 （急性心不全、

動を行う大人（指導者）
l 

その往復中 財物賠償 1事故 500万円 脳内出血など）
C 1,500fIJ 2,000万円 3,000万円 4,000fil 1,500円 （各免貴1,000円） 160万円

大人の文化活動、ボランテ

ィア活動、地域活動 A 500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円 身体賠償

交
（スポーツの指導、審判、ダンス、踊り等を除く。） 1人 1億円

老人クラブなど 1事故 5億円
突然死

B 団体活動中と 800fII 600万円 900万円 1,800円 1,000円 （急性心不全、
の (60歳以上）

その往復中 脳内出血など）

屈 大人のスポーツ活動 C 1,500fIJ 
財物賠償

160万円
（野外活動、身体運動を含む。）

2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
1事故 500万円

危険度の高いスポーツ活動
（名免貢1,000円）

（アメリカンフットボール、山岳登はんなど） D 9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

対象となる事故 ＊グループ活動中の事故＊往復中の事故

［保険期間 ］平成16年4月1日午前0時から翌年3月31日午後12時まで（申込受付は3月から）

〔お問い合わせ先〕肱川町町民ステーションff34-2307
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おしどりを探す参加者

肱
川
町
文
化
協
会
主
催
に

よ
る
、
お
し
ど
り
・
鴨
・
水

鳥
等
を
題
材
に
し
て
の
吟
行

俳
句
会
が

2
月
10
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
お
だ
や

か
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
肱
川

町
内
外
か
ら
36
人
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。
菅
野
松
雄

さ
ん
に
よ
る
鹿
野
川
の
「
お

し
ど
り
」
飛
来
状
況
等
が
報

告
さ
れ
、
鹿
野
川
大
橋
や
大

谷
橋
か
ら
双
眼
鏡
を
の
ぞ
き

「あ
れ
は
お
し
ど
り
、
そ
れ

．と
も
鴨
」
と
言
い
な
が
ら
鹿

野
川
湖
の
水
鳥
等
を
句
に
詠

み
込
み
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
会
場
を
か
ん
ぽ
の
宿
「
伊

予
肱
川
」
に
移
し
、
熱
々
の

釜
飯
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、

肱
川
文
化
協
会
長
河
野
美
治

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
に
よ
り
、

二
句
投
句
・
三
句
互
選
、
特

第

6
回

鹿
野
川
湖お
し
と
り
吟
行
俳
句
会

者

で

9卜
1"
旧
笥
―|
|

|

|

|
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ざ
-l-l]

、
＇

r

別
選
者
は
八
句
選
（
内
三
句

特
選
）
の
俳
句
会
を
行
い
ま

し
た
。
採
点
は
二
句
総
合
点

で
行
い
、
採
点
の
結
果
、
上

位

11
人
の
方
々
が
入
賞
さ

れ
、
特
別
選
者
に
よ
る
特
選

句
の
講
評
・
入
賞
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の

2
月
末
に

て
営
業
が
閉
鎖
さ
れ
る
、
か

ん
ぽ
の
宿
「
伊
予
肱
川
」
を

惜
し
み
な
が
ら
の

お
し
ど
り
吟
行
句

会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者

は
次
の
通
り
で
す
。

（
◎
は
特
別
選
者

に
よ
る
特
選
句
）

鴨
訪
ね
幾
つ
も
く
ぐ
る
ア
ー
チ
橋

村
上
神
南
子
（
五
十
崎
町
）

男
振
り
あ
げ
て
鴛
喬
妻
つ
れ
て

村
上
勝
子
（
五
十
崎
町
）

ふ
る
さ
ど
の
空
の
碧
さ
よ
鴨
の
声

兵
頭
ミ
ュ
キ
（
大
洲
市
）

橋
の
名
に
村
の
名
残
し
鴨
の
湖

隅
田
一
恵
（
大
洲
市
）

◎
妻
恋
の
一
声
残
し
鴨
翔
ら
ぬ

谷
本
春
子
（
大
洲
市
）

◎
閉
鎖
な
る
か
ん
ぽ
の
宿
に
鴨
の
句
座

土
居
初
子
（
大
洲
市
）

里
日
和
鴨
の
出
か
け
て
留
守
の
湖

河
野
美
治
（
肱
川
町
）

◎
寄
り
添
へ
る
こ
ど
が
幸
せ
鴛
喬
浮
寝

白
石
礼
子
（
大
洲
市
）

〇
お
し
ど
り
賞

陣
を
解
く
鴨
の
一
声
湖
を
蹴
る

桑
原
淑
子
（
肱
川
町
）

0
優
秀
賞

水
烏
を
不
意
に
翔
ば
し
て
反
抗
期

宍
田
柳
子
（
五
十
崎
町
）

0
最
優
秀
賞

◎
鴛
喬
や
湖
底
に
眠
る
一
揆
村

板
倉
肱
泉
（
大
洲
市
）

--こ

流れていくひな人形を見送る園児たち

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
中
居
喜

代
光
会
長
）
と
中
野
幼
稚
園
（
金
井
碩
園

長
）
が
合
同
で

3
月
4
日
、
鹿
野
川
河
原

で
ひ
な
流
し
を
行
い
ま
し
た
。

小
雪
の
舞
う
寒
い
日
で
し
た
が
、
中
野

幼
稚
園
の
園
児
1
9
人
は
、
自
作
の
ひ
な
人

形
に
願
い
を
込
め
て
川
面
に
浮
か
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
が

用
意
し
た
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
い
っ
し
ょ
に

食
べ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

願
い
を
込
め
てひ
な
流
し

2004. 3 j 12 



肱
川
町
人
権
教
育
指
導
者

研
修
会
が
2
月
17
日
、
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
内
の

事
業
所
、
団
体
、
学
校
、
役

場
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

お
け
る
指
導
的
立
場
の
方
々

へ
の
研
修
会
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

c
は
約
60
人
の
参
加
が
あ
リ

ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
開
会
行
事

の
後
、
ウ
イ
ズ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
代
表
の
木
城
香
代
先
生
に

よ
る
「
エ
イ
ズ
と
人
権
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
リ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
エ
イ
ズ
周

題
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

い
き
さ
つ
や
思
い
を
ご
自
身

の
体
験
に
織
リ
交
ぜ
な
が

ら
、
分
か
リ
や
す
く
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ーに

講師の木城香代先生

霞ヽ弓，
迄

ゴぞ
心ー、

講演を聞く参加者

「
エ
イ
ズ
の
一
番
の
薬
は

『
愛
』
」
、
「
正
し
い
知
識
の
み

が
差
別
を
変
え
る
。
ま
ず
学

校
敦
育
か
ら
」
、
「
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
み
ん
な
の
知
恵
と

勇
気
で
生
き
抜
く
」
、
「
学
ん
だ

こ
と
は
行
動
に
移
し
て
」
な

ど
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

上
で
本
当
に
大
切
な
も
の
と

は
何
な
の
か
、
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
ご
講
演
で
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
優
し
い
語

リ

□調
に
引
き
込
ま
れ
て
い

く
よ
う
で
し
た
。
こ
の
日
の

研
修
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
へ
持
ち
帰
ら
れ
、
き
っ

と
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
と

思
い
ま
す
。

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

大
洲
高
校
肱
川
分
校

は
、
生
徒
数
45
人
と
い

う
小
さ
な
高
校
で
す
。

大
規
模
校
の
約
ー
ク
ラ

ス
分
の
人
数
し
か
い
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、
行

事
等
で
は
迫
力
に
欠
け

る
郭
分
が
な
い
わ
け
で

は
あ
リ
ま
せ
ん
。
で
す

が
私
た
ち
は
、
こ
の
人

数
だ
か
ら
で
き
る
赦

育
、
と
い
う
も
の
を
探

し
な
が
ら
日
々
生
徒
た

ち
と
接
し
て
い
ま
す
。

肱
川
分
校
に
入
学
し

て
く
る
生
徒
た
ち
は
、

本
当
に
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
経
験
も
違
え
ば
、

悩
み
も
違
い
、
自
分
を

表
現
す
る
方
法
も
一
人

一
人
異
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
生
徒
た
ち
は
、

4
年
間
の
高
校
生
活
を

通
し
て
、
「
お
互
い
を

認
め
合
う
こ
と
」
を
学

ん
で
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

一
言
で
「
認
め
合
う
」

と
言
っ
て
も
そ
う
簡
単

で
は
な
く
、
自
分
と
は

異
な
る
も
の
に
反
発

し
、
相
手
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
す
。
し
か
し
、
学

年
が
上
が
リ
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
共
に
経
験

す
る
に
つ
れ
て
、
互
い

の
良
い
面
、
悪
い
面
を

超
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
存
在
を
認
め
て
い
る

ょ
う
に
思
え
る
の
で

す
。
他
を
認
め
た
生
徒

は
、
自
分
の
存
在
も
認

め
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
今
年
度
も
13
人
の
卒

業
生
が
、
肱
川
分
校
で

の
高
校
生
活
を
終
え
、

社
会
に
巣
立
ち
ま
す
。

新
し
い
場
所
で
も
、
こ

こ
で
学
ん
だ
強
さ
と
優

し
さ
を
忘
れ
ず
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
顆
い

ま
す
。

大

洲

高

校

肱

川

分

校

上

谷

香

織

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

お
見
舞
い
を
含
め
病
院
へ

行
く
回
数
が
増
え
て
き
た
。

成
人
病
等
の
病
気
と
怪

我
で
あ
る
。
通
院
中
、
人
院

中
の
知
人
も
い
る
中
で
、
交

通
災
害
と
労
働
災
害
で
の

第
一
当
事
者
、
第
二
当
事

者
の
方
は
数
こ
そ
少
な
い

が
毎
年
発
生
事
例
を
見
る
。

災
害
発
生
の
原
因
は
、
人
的
ミ
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
事
が
多

い
と
、
心
理
学
者
は
分
析
し
て
い
る
。

そ
れ
は
6
種
の
型
に
分
か
れ
、
リ
ズ

ム
型
（
意
識
水
準
の
低
下
）
、
新
人
型

（
注
意

一
点
集
中
、
教
育
経
験
不
足
）
、

ベ
テ
ラ
ン
型
（
習
慣
に
よ
る
省
略
無

意
識
）
、
緊
急
型
（
驚
き
急
い
だ
時
）
、

高
齢
型
（
体
力
不
足
•
平
衡
機
能
・

聴
カ
・
記
憶
カ
・
視
力
等
の
低
下
）
、

不
適
応
型
（
本
人
の
性
格
、
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
不
適
応
）
と
い
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
対
応
処
置
を
講

じ
れ
ば
、
災
害
事
故
は
減
少

・
防
止

で
き
る
が
、
簡
単
で
は
な
い
。

日
常
の
生
活
や
業
務
中
、
常
に
安

全
意
識
を
も
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
な
い
、
安
定
し
た
生
活
リ
ズ
ム
感

情
で
、
何
事
に
も
対
応
し
た
い
。

病
院
に
縁
遠
い
の
が
一
番
の
幸
せ

と
思
っ
て
、
今
の
健
康
生
活
が
続
く

よ
う
気
を
つ
け
た
い
。

'ファインダー I
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肱川町指定有形民俗文化財に

『木偶まわし人形及び道具ー式』が認定される

◆名 称 『木偶まわし人形及び道具ー式』

◆所在地 肱川町歴史民俗資料館

◆特 徴 数少ない貴重な木偶まわしの道具である。民俗芸能のひとつに家々の門口でさまざま

な芸能を演じる 「門付芸」があり、肱川流域には、阿波（徳

島）から伝えられた ［木偶まわし」が昭和40年ごろまで継承

されていた。木偶とは 「デク」すなわち人形のことで 「木

偶まわし」と は 「人形まわし（人形芝居）」を意味する。正月

から彼岸 (3月）にかけて木箱に入れられた人形を担いで

家々を回り、鼓に合わせて三番斐とエビスまわしが演じら

れた。地元では春神楽とも呼ばれ、福の神 「エビス」をま

わしてその年の家内安全・五穀豊穣を祈念したものである。

◆指定年月日 平成16年 2月4日

(（第6回手話教室参加者募集））

手話を学ぶ学級生たち

第8回ふれあいの旅参加者募集

バス遠足でお互いの交流を深めてみませんか？

車イスの方もOK。ボランティアが同行します。

◇開催日 5月15日（土）
◇行き先 吉海町バラ公園

呵

◇主 催 肱川町さわやかボランティア実行委員会

◇対象者 65歳以上の方

◇定 員 20人（先着順）
◇参加費 2,000円 （弁当代込み）

手話を習ってみませんか。初心者大歓迎！！

手話を通してお互いの交流と聴覚障害者に対する

理解を深めましょう。

お気軽にお申込みください。

◇対象者小学生以上

◇募集人数 20人程度

◇主 催 肱川町さわやかボランティア実行委員会

◇参加費 500円 （資料代等）

◇講 師手話遅訳者宇都宮君栄先生

◇ 日程

日 時 場 所 内 容

1 
5/ 8 （土）

肱川町公民館 手話で話そう (I)
9峙～11時

2 5/22（土） ク 手話で話そう (]I)
9時～11時

3 6/19（土） ク 手話で話そう (][)
9時～11特

4 ワ／10（土） 町 外
手話交流会

8時～戸時 野外活動

◇しめきり 4月15日（木） ◇しめきり 4月20日（央）

◇申込先 肱川町公民館 fl34-2307 | ◇申込先 肱川町公民館 ff34-230ワ
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今
月
の
こ
と
ば

平成16年

春の全国交通安全運動

0期間
平成16年4月6日（火）から15日（木）まで
0スローガン
譲り合い笑顔を交わす交差点

＊「運動の基本」

・子供と高齢者の交通事故防止

＊「運転の重点」

・自転車の安全利用の推進

・シートベルトとチャイルドシー

トの正しい着用の徹底

・交差点の交通事故防止

ロ
～おじいちゃん、おはあちゃん、

その電話もう一度確かめて～

全国で多発している「オレオレ言乍欺」が大う州署管

内でも発生しておリ、今後も発生が予想されます。

「オレだよ 、オレ」と名前

を名乗らず電話をかけ、

＊ 借金返済に困っている

＊ 交速事故で相手からお

金を要求されている。

などと話し、現金を振リ込

ませようとします。

被害に遭わないために
＊オレ、オレと言っても自分から孫の名前を言わない

＊すぐにお金を振り込まない

＊両親から子供に連絡をとり確認させる

「おかしいな？」と思ったらすぐに
~ 

大洲警察署（ft25-1111) 

に相談してください。

天
ぷ
ら
油
は
、
そ
の
温
度

が
発
火
点
（
約
3
6
0
度
か

ら
3
8
0
度
）
以
上
に
な
れ

ば
、
火
種
が
な
く
て
も
発
火

し
て
燃
焼
を
始
め
ま
す
。
•

一

般
に
家
庭
で
使
用
す
る
油
量

程
度
の
天
ぷ
ら
油
（
使
用
前
）

を
家
庭
用
ガ
ス
こ
ん
ろ
で
加

熱
す
る
と
約
5
分
で
揚
げ
物

に
適
し
た
温
度
（
約
1
6
0

度
か
ら
2
0
0
度
）
に
達
し
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
放
置
し

て
お
く
と
約
10
分
ほ
ど
で
異

臭
と
と
も
に
白
煙
が
立
ち
始

め、

20
分
か
ら
30
分
で
発
火

点
に
達
し
火
が
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
一
度
使
用
し
た
油

の
場
合
、
加
熱
し
始
め
て
か

ら
発
火
す
る
ま
で
の
時
間
が

短
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の

多
く
は
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て

い
る
と
き
に
来
客
、
電
話
、

子
供
の
世
話
な
ど
で
こ
ん
ろ

か
ら
離
れ
た
と
き
の
よ
う
な

”
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
“
が

原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
火
を
点
け
た

ら
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ

な
い
、
ど
う
し
て
も
離
れ
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ

ん
ろ
の
火
を
消
し
て
か
ら
離

れ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

天
ぷ
ら
油
に
よ
る

火
災
の
防
止

川上支署
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口――-------------------9
ふれあい看護体験を

してみませんか！

一日看護体験の参加者を募集

しています。「将来看護師になり

たい」学生さんはもちろん、「家

族の介護に役立てたい」方、 「病

院のことを知りたい」方など、

日頃看護とは無縁の生活を送っ

ているOL、主婦、男性の方々も

どなたでも参加できます。

ぜひご応募ください。

参加希望者は、各施設等にお

申し込みください。

※中学生・高校生は学校の許可

が必要です。

【申込締切】

平成16年4月20日（火）

【実施施設等のお問い合わせ】

（社）愛媛看護協会内

愛媛県ナースセンター

乞 089-924-0848

FAX 089-996-8425 

L-----------------------------

平成16年度

新刊図書のご紹介

1月～ 2月にかけて

図書館に仲間入りした

図書は、下記のとおり

です。
ご利用ください。

古 児童図書 食

・保健室のクッキー 上条さなえ

・えほんのなかにおいでよ！ やまだりかこ

•名探偵コナン推理ファイル日本史の謎 青山 ・剛昌

・キューピー物語キューピーとサーカスの巻ローズオニール

女 一般書 斉

・十津川警部の青春

•あなた、それは有罪です！

・ムシに遭ってムシしなかった話

・公事宿事件書留帳 悪い棺

•横浜殺人事件
・カウンセラー

・草笛の音次郎

・図書館の神様

・ZOKU 
・満月の夜、モビイ・ディックが

・ダレン・シャン 外伝

•毎日、ふと思う

・天の瞳あすなろ編I・ II 

西村京太郎

上野 勝

志茂田景樹他

澤田ふじ子

内田康夫

松岡圭祐

山本ーカ

瀬尾まいこ

森 博嗣

片山恭一

橋本 恵

浅見帆帆子

灰谷健次郎

生徒募集
今治精華高等学校通信制課程

〇出願資格

中学校を卒業している方、中学校卒業程度の学力を有

すると認められる方、現在高等学校に在籍中（休学含む）

の方、高等学校を中途退学した方など

〇概要

コース 在籍 特 色

本科 3年
本校通信制課程に在籍し高等学校普通科の課程

を修了します。

併修
他の通信制高校及び定時制高校に在籍し、不足

単位を本校通信制課程で補います。

選科
本校選科生として修得した単位について大学入

学資格検定が免除されます。

出願期間
前期生呼成16年2月16日（月）～平成16年4月16日（金）

後期生 i平成16年9月1日（水）～平成16年9月30日（木）

＊転編入学生は随時募集を行って
います。

0お問い合わせ先
〒794-0015

今治市中日吉町2丁目 1番34号

ft (0898) 32-7100 

FAX (0898) 32-7105 

E-mail m叫2@imabariseika.ac.jp

U R L http:/ /www.imabariseika.ac.jp/ 

＊随時、個別相談会を実施いたしており

ます。

2004. 3 j 16 



第41回大洲市森林組合通常総代会

紺

:― 
"..“―’’’‘’_, 

合併して初めての総代会が2月26日、大洲市社会福祉センターで八幡浜地方局長、桝田市長、各

市町村の首長、議長、担当課長はじめ大勢のご来賓をお迎えして盛大に開催されました。窪田亀一

組合長挨拶の後、旧大洲市森林組合の業務報告書、及び合併組合の16年度計画書が承認され、いよ

いよ大型の組合が動き始めました。

開始貸借対照表（財産目録） 、，
干成16年1月1日現在（単位：円）

区分 大洲市森林組合 長浜町森林組合 肱川町森林組合 河辺村森林組合 合 計

資産 330,872,215 83,971,851 79,870,659 66,857,551 561,572,276 

負債 180,964,533 46,419,073 17,305,901 14,806,012 259,495,519 

資本 149,907,682 37,552,778 62,564,758 52,051,539 302,076,757 

＾ ； 1※ 5 4 3 2 1※ 3 2 1基委 3 2 1択委※
だ方 伐採 に原て し早組 3 1 下間植準託事 下間植基準任事造林

さは届し木くてめ合 5月 刈 業刈 業補

しヽ ‘『け てにだ； くにで 529＇ 報 そ伐林 ＾ そ伐林 ＾ ［ 
の゜組にく直さだ 取［ ， ［ 8日 の 讐 の 所合つだ射いさ 円初他 他 有
へいさ日 ゜業い 市 施 者が

闘が 番地伐採して い゚光を は゜ の 年間年間年間 -業 年間年間年間 施業変わ

受けをて 当早 ＾ 賃し笠 1 1 1 の 5 5 2...___,り
らぉ届 てめ て 坪耳 反反反 反反反のまt知け なにのい 』価 以以以場合以以 5 場す
せ らて い実 向 ま 上上上の上上畝合゜
せな よ施上す。 抹⇔ 以の

-ん＜い っ.,. し - 択 上採

17 I森林組合だより



社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
年
6
回

(10
月
か
ら
3
月

ま
で
各
月
1
回
）
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
に
併
せ
て
、

今
年
も

「
お
は
ぎ
」
を
作
り

さ
さ
や
か
な
ま
ご
こ
ろ
を
伝

え
よ
う
と
、、

2
月
16
日
に
民

生
児
童
委
員
女
性
部
の
方
7

人
が
早
朝
よ
り
心
を
込
め
て

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
お
は
ぎ
は
、

各
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
に

給
食
と
一
緒
に

64
人
の
方
に

配
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
女
性
部
の

皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
に

「
お
は
ぎ
」
の
サ
ー
ビ
ス

郡
民
協
研
修
会
開
催

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研

修
会
が
2
月
25
日
、
肱
川
町

郷
土
文
化
セ
ン
タ
ー
で
郡
内

の
民
生
児
童
委
員
1
2
0
人

の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
は
市
町
村
合

併
に
よ
り
喜
多
郡
と
し
て
開

催
さ
れ
る
の
は
今
年
が
最
後

と
な
り
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
は
地
域
住

民
の
身
近
な
相
談
、
支
援
と

f
3
,＇砂
肱川町社会福祉協議会

乞 34-2312
果たす役割は、ますます

重要になっています。そ

こで民生児童委員の資質

向上と連携の強化を目的

として開催されたもので

す。午前中は「あなたに

感動がありますか」と題

して、のらねこ学館館長

塩見志満子先生が自分の

体験談をもとに講演され

ました。大変すばらしい

講演でした。午後からは、

4組に分かれ分散会を行

い、日頃の活動について

の体験談や問題点につい

て話し合い、大変有意義

な研修会となりました。

敷下小＇下ませたら
し誠て福祉 ゜ご協誓当

郷敷 たにい 付寄
水 水薮 ぁ゚ tたミ関 _•. 

り係を 丑召<.... 
鶴松椎長田大野 ヵゞ すまき゚ 事業 いに
田田野 と t .... -‘  

憲生福市金常子鈴子 2か に だ次
子 ←活きの
ざ用ま方

様様様様様 ぃ さ しか

I ——- ---
|I □から始まる介護予防（健口体操） 7| 
［ 舌体操の手順 ］ 口をとじておこなう舌体操

（それぞれ5回ずつおこないましょう。）

ぽ竺嗜I•I （ご醗Zi,l KIヽ竿 疇I

►舌でうわくちび ►舌でしたくちびる ► 舌で左右のほおを押す。
るを押す。 を押す。 ► 舌を左右かわるがわるにまわす。

••••••••• • ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

―̀'に舌の色や形、動きを確認してみましょう。

ひとりで

できない

場合には

ガーゼで舌をつまんで、

前 ・左 ・右にそれぞれ

10秒闇ずつストレッチ

をする。 (3回）

・高齢者の舌のストレッチをするときは、鼻でしつ

かリ呼吸してもらい、舌に歯があたらないように

注意します。
えんけリょく

縣下力（飲みこむ力）のアップにもつながリます。

2004. 3 I 1s 



墨＠初レンジ-

保健衛生 保健センター匹34-2340 4月の当直医

種別 日（躍） 1ヽゴー 事

5 （月）子宮がん検診

6 ⑱ 子宮がん検診

ワ（水） 子宮がん検診

老
12但）リハビリ孝ダ室
成

人 16囲）子宮がん検診

保 総合検診 （結核•肺がん ・

健
19（月）
胃がん ・大腸・基本検診）

20⑱ 
総合検診（結核•肺がん・

胃がん・ 大腸•基本検診）

22（木）
総合検診（結核，肺がん，

胃がん• 大腐·基本検診）

30⑤ 
総合検診 （結核•肺がん・
胃がん・大麗•基本検診）

保母
14（水）ムシ歯予防敦室

健子

I 燃やせないごみ
【収集日】 4月15日（木）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】
大和 ・中野・下鹿野川

占鹿野川 ・八重栗・上森山
泉造・見の越 • 月野尾
正山地区・岩谷地区

予子林地区

古紙収集日

4月19日（月）

＊当日の朝7時までに

指定の場所へ

I犬とねこの引取日 I

4月6日（火）・20日（失）

＊当日の朝9時までに

役場へ連れてきてください。

19 I広報ひじかわ 252号

場 ・所 時 間
日（曜） 病院名 電話番号

4 （日）清家産婦人科医院 24-6868 
JA宇和川 13: 00~14: 00 

泉内科医院 24-6407 

大谷自治センター 13: 00~14: 00 11（日）
辻内科医院 52-0174 

保健センター 13: 00~14: 00 
18（日）松元産婦人科医院 24-306ワ

保健センター 13: 00~16: 00 般 25（日）石川内科医院 24-3306 

保健センター 13: 00~14: 00 29（木）小川整形外科医院 23-5596 

正山小学校体育館 8: 30~10: 30 月，失 市立大洲病院 24-2151 

岩谷自治センター 8: 30~10: 30 救 水 加 戸 病 院 24-5101 

大谷自治センター 8:30~10:30 急 木 大洲11記念病院 25-2022 

予子林小学校体育館 8: 30~10: 30 金～日 大洲中央病院 24-4551 

保健センター 9: 30~10: 30 ＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表

8 （木）各小学校入学式・始業式

8 （木）大｝州高校肱川分校入学式

9~ 肱川中学校入学式

18 （日） 肱川町俳句大会•お茶会

20図自治会長会

21（水）しゃくなげゲートボール大会

22（木）第17回大う州喜多合併協議会

23 ~えびね展示即売会 (~25 日 ）

28（水）町税等出張受入れ

社会保険一日出張相談所

大う州商工会議所

4月6日（失）・20日（火）

内子町商工会

4月ワ日 （水）・21日（水）

Iペットボトル・白色トレイI

＊当日の朝7時までに

指定の場所へ

右岸地区 4月7日（水）
左岸地区 4月8日（木）

行政相談

［日時】 4月5日（月）

午後1時30分～4時30分

【場所】肱川町公民館青年室

【相談員】角田和三

心配ごと相談

時】 4月5日（月）

午後1時30分～4時30分

所】肱川町公民館青年室

【相談貝】兵頭達行・智葉員千子

慶弔

■おすこやかに■
りょうた

下石涼太ちゃん（柳
ゆり

池田結利ちゃん（大和） ．

■やすらかに■
椎野都夫さん (78歳・下敷水）

鶉田松江さん (85歳・敷 水）
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わが家のアイドIL

嚇霧鬱<墓國
さい

齋 かずねちゃん

（上鹿野川）

平成13年5月31日生
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亨

はじめまして、かずねです。

保養センターの宿舎で毎日元

気に遊んでいます。 4月には

横浜に行ってしまうけど、町

の中で見かけたら声を掛けて

くださいね。

父博明さん・母きくみさん

-T-
/
4
_
 

事 日 程 表

3月28日（日）
開 幕 式

場所／鹿野川園地 （野外舞台）

肱l|l町俳句大会 〇受付 9.30~ 

4月18日（日）
場所／肱川町郷土文化センター

（風の博物館歌麿館）
〇開会12:30~ 

お 令I I 

＾ 
Z=~ 

4月18日（日） 場所／肱川町郷土文化センター 〇受付 9.30~ 

（風の博物館・歌麿館）

第10回 〇受付

4月21日（水） しゃくなげゲートポールナ会
8: 00~8: 30 

〇開会

場所／肱川町町民グラウンド 8: 40~ 

4月23日（金） えびね展示即売会 〇即売会
i 
25日（日） 場所／丸山公園（しゃくなげ谷入口）

11.00~16:00 

3月28日（日）
鹿野川しゃくなげまつり

i 
4月30日（金）

フォトコンテスト作品募集

丸
山
公
園
、
鹿
野
川
園
地
で
は
、

4
月
か
ら

5
月
に
か

け
て
桜
や
ヤ
マ
ブ
キ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
ツ
ッ
ジ
な
ど
が

次
々
と
開
花
し
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

観
光
協
会
で

は
こ
の
期
間
中
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
表
を
参
考
に
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先

産業課

肱
川
町
の
春
の
風
物
詩

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
け
ま
つ
り
が
、I
,

3
月

28
日
日
か
ら
開
幕
し
ま
す

,1
,
 

乞34-2311

◎肱川町ホームページアドレス： http://www.town.hijikawa.ehime.jp

◎ " (iモード対応） ：http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 2004.3 I 20 
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